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　【
ク
イ
ズ
の
応
募
方
法
】

　
左
記
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
を
解
き
、Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ

の
順
に
文
字
を
並
べ
る
と
言
葉

に
な
り
ま
す
。
そ
の
言
葉
と
ア

ン
ケ
ー
ト
の
質
問
内
容
を
ハ
ガ

キ
に
書
い
て
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
を
明
記
。〒
２
６
３

‐
０
０
４
３
稲
毛
区
小
仲
台
２

～
５
～
２
「
稲
毛
新
聞
ク
イ
ズ

係
」宛
。な
お
、応
募
は
メ
ー
ル

で
も
受
付
Ｏ
Ｋ
で
す
。

　
※
今
月
の
ア
ン
ケ
ー
ト

「
印
象
深

い
昨
年
の
事

件
」

　
昨
年
は
様
々
な
災
害
や
事

件
、北
米
朝
首
脳
会
談
な
ど
あ

り
ま
し
た
。印
象
深
か
っ
た
事

件
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

締
切
・
平
成

31年

1月

20日

（
当
日
消
印
有
効
）

　
今
月
の
賞
金
・
賞
品

☆
特

賞
＝
１
万
円（

1名
）

☆
一
等
賞
＝

5千
円（

2名
）

☆
名
古
屋
製
酪
賞
＝
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん（
５
名
様
）

☆
千
葉
市
動
物
公
園
賞
＝
入
園

招
待
券（
５
組
）

☆
多
田
屋
賞
＝
千
円
分
の
図
書

カ
ー
ド（
２
名
様
）

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
賞
＝
ス
ケ
ー

ト
無
料
券（
５
組
様
）

　

12月
号
の
当
選
者

　

12月
号
の
答
え
は
「
ア
カ
イ

カ
キ
ノ
ミ
」で
し
た
。

　
応
募
者
多
数
の
た
め
厳
正
な

抽
選
の
結
果
次
の
方
が
当
選
し

ま
し
た
。　

【
敬
称
略
】

☆
１
等
賞
・

1万
円
＝
中
村
紀

子（
穴
川
）。

☆
２
等
賞
・
５
千
円
＝
小
笠
原

早
苗（
高
浜
）東
孝
男（
高
洲
）。

☆
名
古
屋
製
酪
賞
・
無
臭
ニ
ン

ニ
ク
あ
ほ
え
ん
＝
室
賀
と
き
子

（
小
深
）杉
田
美
津
子（
真
砂
）早

乙
女
百
合
子（
あ
や
め
台
）浅
賀

愛
子（
小
倉
台
）羽
賀
久
雄
。

☆
千
葉
市
動
物
公
園
賞
・
無
料

招
待
券
＝
藤
平
栄
子（
桜
木
）堀

木
浩
美（
千
城
台
西
）荒
木
裕
美

子（
小
仲
台
）小
椎
尾
秀
二（
真

砂
）齋
藤
静
子（
稲
毛
東
）。

☆
多
田
屋
小
仲
台
店
賞
・
図
書

カ
ー
ド
＝
増
田
あ
ゆ
み（
高
浜
）

赤
坂
喜
久
雄（
長
沼
）。

☆
ア
ク
ア
リ
ン
ク
ち
ば
賞
・
無

料
滑
走
券
＝
松
島
恵
・
前
田
絵

美
子
（
小
仲
台
）橋
本
恵
梨
香

（
松
波
）小
田
友
希
子（
作
草
部
）

小
林
正
和（
西
都
賀
）。

※
本
年
も
多
数
ご
応
募
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。来
年
も
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。　
以
　
上

読読
者者
のの
声声

昨年は災害や様々な事件、北米朝首脳会談など
ありました印象深かった事件を書いてください。

日
本

経
済

が
成

長
し

な
い

原
因

　
日
本
経
済
が

30年
間
も
ゼ
ロ

成
長
で
、
デ
フ
レ
を
続
け
る
の

は
経
済
学
が
間
違
っ
て
い
か
ら

で
あ
る
。
デ
フ
レ
と
は
生
産
力

（
供
給
力
）
が
例
え
ば

10に
対

し
需
要
力
（
消
費
、
投
資
）
が

7し
か
な
く
商
品
が
売
れ
な
く

な
る
現
象
で
あ
り
、
価
格
を
下

げ
て
で
も
売
り
捌
く
こ
と
に
な

り
デ
フ
レ
が
続
く
の
だ
。

　
こ
れ
に
た
い
し
経
済
学
は

生
産
力
を
需
要
に
合
わ
せ
て
減

ら
せ
と
主
張
す
る
。
生
産
を

7

に
落
と
す
と
言
う
こ
と
は
、

10

あ
る
工
場
の
内

3工
場
を
閉
鎖

し
て
、
労
働
者
の
首
を
切
る
こ

と
に
な
る
。

　
政
治
家
や
労
働
組
合
が
こ
の

経
済
学
に
従
う
か
ら
経
済
は
成

長
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
経
済
成
長
ゼ
ロ
と
は
Ｇ
Ｄ

Ｐ
（
国
内
総
生
産
）
が
拡
大
し

な
い
こ
と
で
、
拡
大
し
な
い
国

の
国
民
は
所
得
が
増
え
な
い
の

で
あ
る
。
な
ら
ば
所
得
は
ど
う

し
て
生
ま
れ
る
の
か
。

　
そ
れ
は
労
働
者
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、農
業
、公
務
員
な
ど
全
て

の
生
産
者
た
ち
が
、
モ
ノ
や
サ

ー
ビ
ス
を
生
産
す
る
こ
と
で
生

ま
れ
る
。
生
産
さ
れ
た
モ
ノ
を

消
費
者
が
買
う
か
ら
所
得
が
生

ま
れ
る
。
国
民
は
生
産
者
、
消

費
者
、
所
得
者
で
あ
る
。

　
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
生
産
の
合
計
、
消

費
の
合
計
、
所
得
の
合
計
で
あ

る
。
生
産
が
増
え
消
費
も
増
え

所
得
も
増
え
る
。

　
経
済
学
者
は
こ
れ
が
分
ら

ず
、
反
対
の
理
屈
を
持
ち
出
す
。

　
だ
か
ら
政
府
は
①
国
内
の
消

費
が
落
ち
込
む
公
共
工
事
予
算

を

30年
間
に

3分
の

1に
減
ら

す
。
②
消
費
が
落
ち
込
む
消
費

税
増
税
を
実
施
す
る
。
③
そ
の

究
極
が
プ
ラ
イ
マ
リ
黒
字
化
で

国
債
発
行
を
中
止
し
、
国
の
予

算
を
税
収
内
に
収
め
る
借
金
Ｎ

Ｏ
の
財
政
健
全
化
で
あ
る
。
こ

れ
で
は
緊
縮
財
政
と
な
る
の

で
生
産
は
減
少
し
、
消
費
も
減

少
し
、
所
得
も
減
少
す
る
。

　
経
済
学
者
が
主
張
す
る
緊
縮

財
政
の
根
拠
は
、
日
本
国
の
財

政
が
破
綻
す
る
で
あ
る
。

　
政
府
が
発
行
し
た
国
債
残

高
の

45％
は
日
銀
が
発
行
し

た
お
金
で
あ
り
、
残
り
は
日
本

国
民
が
貸
し
た
お
金
で
あ

る
。

6％
は
海
外
の
中
央
銀
行

が
外
貨
準
備
高
と
し
て
保
有

し
て
い
る
日
本
円
で
あ
る
。

　
日
銀
が
国
債
を
保
有
す
る
と

ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
（
年
間

1

3
0％

）
に
な
る
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、

日
経
、
産
経
な
ど
メ
デ
ィ
ア
は

主
張
す
る
が
、

6年
経
過
し
て

も

2％
の
イ
ン
フ
レ
に
も
な
っ

て
い
な
い
。
日
本
国
債
の
全
額

を
外
国
か
ら
借
り
た
ら
、
ギ
リ

シ
ャ
、ロ
シ
ア
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

の
様
に
イ
ン
フ
レ
に
な
っ
て
破

綻
す
る
。

日
本
の
財
政
は
明
治
か
ら
現

在
ま
で

3千

7
0
0万

倍
に
増

え
た
が
破
綻
し
て
い
な
い

し
、
近
代
国
家
に
な
っ
た
。

こ
の
事
実
さ
え
認
識
で
き
な

い
の
が
経
済
学
者
で
あ
る
。
財

政
破
綻
論
の
経
済
学
者
に
国
民

が
騙
さ
れ
、
財
政
再
建
の
増
税

に
賛
成
す
る
の
で
、
日
本
経
済

は
成
長
し
な
い
の
で
あ
る
。
大

学
が
教
え
る
経
済
学
は
無
用
で

あ
る
（
穴
川
・
入
野
守
雄
）
。

　
韓
国
の
今
・
む
か
し

　
韓
国
で
戦
争
中
に
日
本
の
工

場
に
徴
用
さ
れ
た
訳
で
は
な

く
、
ま
た
無
料
で
働
か
さ
れ
た

訳
で
も
な
い
の
に
慰
謝
料
請
求

を
し
た
韓
国
人
原
告
４
人
に
韓

国
の
最
高
裁
は
各
自
に
１
千
万

円
の
支
払
い
を
す
る
よ
う
に
日

本
企
業
に
命
じ
た
と
言
う
。

　
私
は
当
初
中
身
が
よ
く
わ
か

ら
な
か
っ
た
の
で
、
ど
う
し
て

日
本
は
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
個

人
賠
償
を
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
。

　
し
か
し
韓
国
の
場
合
昭
和

40

年
日
韓
基
本
条
約
、
請
求
協
定

で
韓
国
側
の
希
望
で
個
人
賠

償
は
自
国
で
処
理
す
る
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
か
わ
り
当
時
の

韓
国
の
国
家
予
算
の
１
・
６
倍

も
支
払
っ
て
い
た
と
言
う
の

だ
。
そ
の
上
こ
の
４
人
は
徴
用

で
は
な
く
自
分
の
意
志
に
よ
る

就
職
な
の
だ
。
本
当
に
び
っ
く

り
判
決
だ
。

　
そ
ん
な
ハ
ン
グ
ル
（
韓
国
文

字
）
の
国
へ
は
じ
め
て
い
っ
た

の
は
昭
和

45年
（
４ ８
年
前
）
の

夏
休
み
の
こ
と
だ
。
当
時「
国
」

と
は
と
言
う
こ
と
を
考
え
て
い

た
の
で

38度
線
と
言
う
国
境
を

み
た
か
っ
た
の
だ
。

　
東
京
駅
を
夜
６
時

50分
発
の

「
特
急
朝
風
」
で
出
発
、
福
岡

に
着
い
た
の
は
次
の
日

11時

20

分
だ
っ
た
。
今
な
ら
釜
山
ま
で

飛
行
機
で
２
時
間
か
。
福
岡
か

ら
釜
山
ま
で
の
飛
行
機
賃
は
片

道
８
千
円
で
あ
っ
た
。
一
泊

し
、
た
ま
た
ま
知
り
合
っ
た
２

人
連
れ
と
３
人
で
タ
ク
シ
ー
に

相
乗
り
し
京
城
（
ソ
ウ
ル
特
別

市
）ま
で
行
っ
た
。ま
っ
す
ぐ
で

ま
わ
り
に
何
も
な
い
道
路
は
い

ざ
と
言
う
時
戦
闘
機
を
飛
ば
す

た
め
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
日
本

人
が
多
く
泊
ま
る
ホ
テ
ル
に
案

内
さ
れ
何
泊
か
し
た
。
当
時
円

と
ウ
オ
ン
の
ル
ー
ト
は
１
対
１

で
あ
っ
た
が
、
闇
ル
ー
ト
だ
と

２
割
増
の
時
代
で
あ
っ
た
。
　

ホ
テ
ル
の
食
堂
は
高
い
の
で

近
く
の
食
堂
で
食
べ
た
が
、
ジ

ャ
ジ
ャ
メ
ン
が
安
く
て
お
い
し

か
っ
た
。
市
内
観
光
（
と
言
っ

て
も
今
の
よ
う
な
繁
華
街
は
な

い
）
と
朝
鮮
戦
争
の
折
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
が
逆
上
陸
し
た
仁
川

（
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
銅
像
が
あ

っ
た
）
に
日
曜
日
に
ひ
と
り
で

行
っ
た
。
仁
川
で
は
娘
さ
ん
を

つ
れ
た
親
切
な
親
父
さ
ん
に
会

っ
た
。
板
門
店
観
光
が
月
水
金

だ
っ
た
の
だ
。

　
板
門
店
へ
は
途
中
か
ら
米
軍

の
ジ
ー
プ
に
先
導
さ
れ
た
米
軍

の
バ
ス
に
乗
り
か
え
て
行
っ

た
。
客
は
少
な
く
う
し
ろ
に
す

わ
っ
て
い
た
３
人
の
お
じ
さ
ん

は
朴
正
煕
（
パ
ク
チ
ョ
ン
ヒ
）

当
時
、
韓
国
大
統
領
と
日
本
陸

軍
士
官
学
校
が
同
期
で
招
待
さ

れ
て
来
た
と
言
っ
て
い
た
。

　
着
い
て
サ
イ
ン
を
さ
せ
ら
れ

た
文
書
が
あ
っ
た
、
そ
れ
は
死

ん
で
も
責
任
は
と
ら
な
い
、
の

承
諾
書
だ
っ
た
。
北
朝
鮮
兵
が

鉄
砲
を
か
ま
え
て
い
た
。

　
私
が
北
朝
鮮
兵
が
よ
く
見
え

る
場
へ
少
し
移
動
し
た
ら
近
く

に
い
た
米
兵
も
す
ぐ
移
動
し

た
。
国
境
の
川
を
渡
る
橋
を
遠

く
か
ら
見
学
し
た
。
も
ど
れ
ざ

る
橋
と
言
わ
れ
て
い
る
そ
う

だ
。
買
っ
た
地
図
だ
が
日
本
海

が
東
海
と
あ
っ
た
が
も
ち
ろ
ん

竹
島
は
載
っ
て
い
な
い
。
旅
行

中
悪
い
お
も
い
は
な
い
。
済
州

島
島
で
は
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手

さ
ん
と
２
人
で
瀧
で
背
中
の
マ

ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
り
楽
し
か
っ

た
。
中
国
人
観
光
客
が
減
っ
た

今
、
民
間
は
日
本
人
観
光
客
を

と
り
こ
も
う
と
一
生
懸
命
だ
が

政
治
が
こ
れ
で
は
慰
安
婦
像

問
題
を
含
め
日
本
人
の
嫌
韓
が

さ
ら
に
深
ま
る
こ
と
に
気
づ
か

な
い
の
だ
ろ
う
か
。
呉
善
花
氏

の
「
虚
言
と
虚
飾
の
国
・
韓
国
」

を
読
み
返
し
た
（
鎌
ヶ
谷
・
元
稲

毛
小
校
長
・
島
津
幸
生
）
。

　
北
方
領
土

　
北
方
領
土
返
還
の
調
査
で

は
四
島
が

2
5
%二

島
が

5

8
%答

え
な
し
が

5
%だ

が

今
は
一
番
悪
い
交
渉
時
で
無

条
件
で
は
何
れ
も
難
し
い
。
米

が
沖
縄
を
変
換
時
に
交
渉
し
た

ら
良
か
っ
た
。
米
と
露
中
は
犬

猿
の
仲
で
米
の
言
い
成
り
の
日

本
は
憎
ま
れ
て
い
る
し
安
倍

氏
は
ト
ラ
ン
プ
、
プ
ー
チ
ン
氏

の
機
嫌
を
取
る
内
股
膏
薬
で
無

条
件
返
還
は
虫
の
い
い
話
で

あ
る
。
変
換
の
条
件
と
し
て
は

米
が
軍
事
基
地
を
作
る
こ
と
を

考
え
主
権
を
露
が
持
つ
レ
ン
タ

ル
に
な
る
と
思
う
。

　
米
が
沖
縄
返
還
後
米
軍
基

地
を
作
り
埋
め
立
て
や
経
費
ま

で
負
担
さ
れ
て
い
る
の
で
露
も

米
同
様
軍
事
基
地
を
作
り
日
本

が
経
費
を
負
担
す
れ
ば
同
条
件

と
な
る
。
橋
本
、
小
渕
、
森
、

小
泉
氏
が
交
渉
し
た
が
何
れ
も

不
発
に
終
わ
っ
た
。
露
は
北
方

領
土
に
レ
ー
ダ
ー
基
地
を
設
置

し
て
日
本
国
有
の
領
土
を
不
法

占
拠
し
四
島
は
軍
事
拠
点
と

し
て
整
備
を
進
め
て
お
り
人
口

は
１
万
６
千
６
６
８
人
で
露

住
民
が
暮
ら
し
て
お
り
歯
舞
に

民
間
人
は
居
住
せ
ず
国
境
警
備

隊
が
駐
留
し
地
対
艦
ミ
サ
イ

ル
が
配
備
さ
れ
軍
事
演
習
も
活

発
化
し
て
い
る
の
で
、
返
還
に

は
相
応
の
時
間
が
か
か
る
。
　

プ
ー
チ
ン
氏
は
二
島
を
引
き

渡
し
て
も
主
権
は
露
が
保
持
す

る
と
日
本
を
け
ん
制
し
て
お
り

米
軍
の
展
開
な
ど
も
念
頭
に
安

全
保
障
上
の
懸
念
を
繰
り
返
し

示
し
て
い
る
。

　
返
還
さ
れ
た
島
を
日
米
安
全

保
障
条
約
の
適
用
除
外
と
す
る

米
軍
基
地
を
置
か
な
い
非
軍
事

化
に
は
米
と
協
議
が
必
要
と

の
こ
と
だ
が
米
が
な
ぜ
割
り
込

ん
で
く
る
の
か
。
世
界
中
の
国

の
中
で
同
じ
敗
戦
国
の
独
伊

は
と
う
に
米
の
支
配
か
ら
抜
け

出
し
て
い
る
の
に
な
ぜ
日
本
だ

け
が
米
の
意
向
を
拒
否
で
き
な

い
の
か
。
同
盟
国
な
ら
助
け
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に

利
用
さ
れ
る
だ
け
な
ら
奴
隷

国
で
あ
る
。
日
米
同
盟
を
解
消

す
れ
ば
何
事
も
う
ま
く
行
く
が

ト
ラ
ン
プ
氏
が
日
本
に
高
額

の
関
税
を
か
け
た
り
難
題
を
要

求
し
て
く
る
の
で
中
露
韓
北
と

東
洋
同
盟
を
作
り
米
を
孤
立
さ

せ
一
国
主
義
を
反
省
さ
せ
る
こ

と
だ
（
花
園
・
岩
井
秀
夫
）
。

　
ぼ
ん
く
ら
政
治
家

　
西
尾
幹
二
氏
の
著
書
「
移
民

国
家
宣
言
に
呆
然
と
す
る
」
に

賛
同
致
す
。
真
正
保
守
は
斯
く

あ
る
べ
し
だ
！

　
氏
曰
く
「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の

モ
ス
ク
が
建
て
ら
れ
中
国
人

街
が
出
現
、
天
皇
陛
下
屈
辱
教

育
が
行
わ
れ
て
を
る
。

　
多
民
族
共
生
社
会
は
、
日
本

文
化
拒
絶
に
つ
な
が
る
」
。

　
日
本
語
・
文
化
が
消
え
て
行

く
。
真
っ
当
な
正
論
だ
！
日
本

固
有
の
民
族
性
は
消
え
去
り
、

支
那
・
韓
国
の
独
断
専
行
が
始

ま
る
。
移
民
に
寛
容
な
欧
州
の

奇
々
怪
々
を
、
何
故
日
本
の
政

治
家
、拝
金
財
界
は
視
ぬ
の
か
。

　
国
策
は
、
細
部
を
検
証
し
実

施
す
べ
き
だ
。

　
祖
国
不
在
の
ボ
ン
ク
ラ
政

治
屋
、
無
知
な
財
界
人
が
多
す

ぎ
る
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
・
蓮

坊
き
み
ち
か
）
。
　
以

上

最成病院
043-258-1211㈹
〒262-8506　千葉市花見川区柏井町800-1

医療法人社団　有　相　会

内科、外科、婦人科、循環器科

整形外科、胃腸科、呼吸器外科

麻酔科、放射線科、リハビリテーション科

●人間ドック

（日帰りコース、泊コース、専門ドック）

※療養病棟・回復期リハビリ病棟

居宅介護支援室を併設しております。

◆診療時間（月曜日～土曜日）

午前９時～12時、午後２時～４時３０分

診療科目 ご予約システムあり

眼科美浜クリニック

千葉市美浜区真砂4-1-10

ショッピングセンターＰＩＡ3階

　電話　043-270-0777

午前10：00～12：45

午後15：00～17：45

土曜10：00～14：45

診療時間眼科診療・全般

白内障手術

今月のアンケート・テーマ

「昨年印象に残った事件」

クイズヒント

→ヨコのカギ

①オン⇔

④勇ましいこと。

⑥庭などで落ち葉など焚くこと。

⑦かえりみち。

⑧油揚げが好きなコンと鳴く動物。

⑩体力や能力がないこと。

⑫千年も長生きするといわれる鳥。

⑬身体を動かして表現する。

↓タテのカギ

①子供が成長する過程。

②ある物事について知り尽くしている。

③袖のないゆったりした外套。

④げんまん。

⑤庭や敷地の囲い。木や竹でできてい

る。

⑨十五夜などの月を鑑賞する。

⑩夜⇔

⑪焼き○○、○○巻。

高
額
当
選
あ
り
ま
す

一
回
当
選
し
た
事
あ
り
ま

す
。
そ
れ
っ
き
り
で
す
が
、楽
し

み
で
す
。
一
年
の
終
わ
り
ハ
ラ

ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
し
て
待
っ
て

い
る
の
も
い
い
も
の
で
す
（
六

方
・
阿
部
ち
い
）。

30年
前
に
宝

く
じ
、
組
違
い
一
等

10万
円
あ

り
ま
す
（
高
浜
・
鈴
木
晴
）。結

婚
以
来
毎
月

45年
間
買
っ
て

ま
す
が
、

1万
円
に

4回
、
組

違
い
賞

10万
円
に

1回
当
選

し
た
だ
け
。
高
額
当
選
金
に
当

た
っ
て
世
界
一
周
の
ク
ル
ー
ズ

に
行
っ
て
み
た
い
（
小
仲
台
・

河
内
桃
子
）
。
一
度
だ
け
百
万

円
が
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で
投

資
し
た
金
額
を
考
え
る
と
プ
ラ

ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
で
す
ね
！

（
高
洲
・
菰
田
和
也
）
。

60年

近
く
買
っ
て
い
ま
す
が

1等
の

組
違
い

10万
円
が
当
た
っ
た

だ
け
で
情
け
な
い
成
績
で
す

（
六
方
・
泉
谷
正
誼
）
。
平
成

2年
有
楽
町
チ
ャ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
で
購
入
し
た
年
末
ジ
ャ
ン
ボ

で

50万
円
（
４
等
）
に
当
選
し

ま
し
た
（
真
砂
・
小
椎
尾
秀

二
）
。

10万
円
当
た
っ
た
事
あ

り
ま
す
（
桜
木
・
藤
平
栄
子
）。

主
人
の
買
っ
た
宝
く
じ
が

10万

円
当
た
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

（
幸
町
・
醍
醐
吉
子
）
。
私
の

主
人
が
一
度
１
等
の
組
違
い

賞
に
当
選
、
ち
な
み
に
賞
金
は

10万
円
で
す
（
小
仲
台
・
荒
木

裕
美
子
）
。

　
高
額
当
選
は
無
し

　
高
額
当
選
金
当
た
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
（
宮
野
木
・
植
田

郁
子
）
（
真
砂
・
羽
賀
久
雄
）

（
作
草
部
・
立
花
裕
司
）
（
高

洲
・
東
孝
雄
）
（
高
浜
・
小
笠

原
早
苗
）
（
千
草
台
・
中
山
恭

正
）
（
千
草
台
・
中
山
真
紀
）

（
園
生
・
丸
山
宗
男
）
（
桜
木

・
藤
平
キ
エ
子
）
（
千
城
台
西

・
鵜
澤
美
智
子
）
（
花
園
・
中

村
智
子
）
（
松
波
・
橋
本
恵
梨

香
）
（
花
見
川
・
斎
藤
邦
昭
）

（
さ
つ
き
が
丘
・
新
井
郁
子
）

（
高
洲
・
西
川
満
）
（
鎌
取
・

松
本
礼
子
）
（
桜
木
・
小
野
智

子
）
（
小
仲
台
・
尾
沼
健
一
郎
）

（
園
生
・
喜
多
信
枝
）
（
花
園

・
斎
藤
や
す
子
）
（
小
仲
台
・
高

木
雅
）（
幸
町
・
大
浦
穂
乃
香
）。

当
選
し
た
こ
と
あ
り
ま
せ
ん
。

最
高
額
は

3千
円
で
す（
松
波
・

熊
倉
絵
里
佳
）
（
小
仲
台
・
日

高
保
子
）

7
8
0
0円

が
最
高

で
す
（
穴
川
・
吉
野
佐
知
子
）。

宝
く
じ
は
最
高
で

1万
円
当
た

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ス
ク

ラ
ッ
チ
で
は

2千
円
分
買
っ
て

8千
円
当
て
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
高
額
当
選
を
狙
っ
て
今
年

は
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
を
購
入
予
定

（
幕
張
西
・
茅
森
麻
利
子
）
。

い
つ
か

10億
あ
た
り
ま
す
よ
う

に
（
穴
川
・
中
村
紀
子
）
。

20

年
く
ら
い
前
、
ナ
ン
バ

3の
ス

ト
レ
ー
ト
で

7万

6千
円
が
最

高
（
高
洲
・
一
ノ
瀬
明
訓
）
。

ロ
ト
シ
ッ
ク
ス
で

1万

4千
百

円
が
今
ま
で
一
番
高
額
（
轟
町

・
西
田
し
げ
代
）
。
高
額
当
選

に
当
た
っ
た
こ
と
は
な
い
。
期

待
を
込
め
て
こ
れ
か
ら
も
買
い

続
け
た
い
（
稲
毛
東
・
島
津
千

代
子
）
。
一
回
だ
け

1万
円
あ

た
り
ま
し
た
！（
高
浜
・
増
田
あ

ゆ
み
）
（
穴
川
・
多
田
文
子
）。。

宝
く
じ
は
３
千
円
が
一
番
高
い

当
選
金
。
で
も
毎
回
夢
を
持
っ

て
購
入
し
ま
し
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
宝
く
じ
は
女
性
セ
ブ
ン
の
ク

イ
ズ
で
当
選
し
て

10枚
頂
き

当
た
っ
た
の
は

3
0
0円

で

し
た
が
宝
く
じ
そ
の
も
の
が
当

た
っ
た
事
が
一
番
う
れ
し
か
っ

た
（
作
新
台
・
長
谷
川
康
子
）。

一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
度
で

良
い
の
で
あ
て
た
い
で
す
。
今

年
こ
そ
あ
た
り
ま
す
よ
う
に

!

（
あ
や
め
台
・
篠
原
富
美
子
）
。

い
ま
だ
か
っ
て
高
額
当
選
し
た

事
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
つ
も

当
る
事
を
夢
見
て
買
っ
て
い
ま

す
。
ど
う
か
こ
の
ク
イ
ズ
も
当

た
り
ま
す
よ
う
に（
稲
毛
海
岸
・

北
原
文
子
）。宝

く
じ
は
週
刊
誌

の
ミ
ニ
で
３
千
円
当
た
り
ま
し

た
が
高
額
当
選
は
無
し
で
す

（
高
洲
・
高
野
正
太
）

20年
前

に
年
末
ジ
ャ
ン
ボ
２
等
組
違

い
で
５
万
円
（
み
つ
わ
台
・
小

林
弘
樹
）
。
当
た
っ
た
事
は
一

度
も
あ
り
ま
せ
ん
が
年

2回
の

ジ
ャ
ン
ボ
ク
ジ
だ
け
は
買
い

続
け
て
お
り
ま
す（
高
浜
・
加
固

悦
子
）。買

っ
て
も
買
っ
て
も
当

た
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
と
思
っ

て
買
う
時
が
楽
し
み
で
す
。
ど

う
か
当
た
り
ま
す
よ
う
に
と
手

を
合
わ
せ
る
（
稲
毛
海
岸
・
長
堀

幸
子
）。高

額
当
選
し
て
み
た
い

（
作
草
部
・
小
田
友
希
子
）
。

　
当
た
っ
た
こ
と
が
な
い

　
宝
く
じ
が
当
た
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
稲
毛
新
聞
の
ク

イ
ズ
賞
品
の
方
が
断
然
当
た
り

ま
す
。
あ
り
が
た
い（
天
台
・
匿

名
）
。
年
末
だ
け
は
い
つ
も
買

っ
て
お
り
ま
す
が
当
選
し
た
と

は
あ
り
せ
ん
が
ね
！
で
も
買
わ

な
け
れ
ば
夢
も
見
る
事
も
出
来

な
い
の
で
夢
ば
か
り
見
続
け
て

ま
す
（
轟
町
・
安
達
孝
子
）。ジ

ャ
ン
ボ
と
い
う
ジ
ャ
ン
ボ
、
毎

回
購
入
し
て
い
ま
す
が
、
最
高

で

1万
円
が
、
二
、
三
回
い
つ

も
未
当

3
0
0円

で
す（
幸
町
・

沢
田
優
子
）
。
○
○
ジ
ャ
ン
ボ

系
の
宝
く
じ
は
人
生
で

2回
し

か
買
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
た
っ
た
ら
築

40年
以
上

の
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
し
た
い

と
思
い
、
今
年
は
年
末
ジ
ャ
ン

ボ
購
入
の
予
定
で
す（
小
仲
台
・

前
田
絵
美
子
）。私

は
く
じ
運
が

悪
く

3百
円
以
上
当
た
っ
た
こ

と
が
な
い
で
す（
園
生
・
野
口
み

ね
子
）
。
残
念
で
す
が
な
い
で

す
。
で
も
今
年
は
必
ず
当
り
ま

す

!（
穴
川
・
ワ
ン
ビ
ン
）
。毎

回
買
う
に
は
余
裕
が
な
い
、
し

か
し
買
わ
な
け
れ
ば
当
た
ら
な

い
時
々
買
う
だ
け
（
花
見
川
・

鈴
木
活
美
）。宝

く
じ
は
一
度
も

当
た
っ
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
イ
ズ
に
も
当
た
っ
た
事
が
あ

り
ま
せ
ん（
弁
天
・
増
田
賢
治
）。

当
た
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
な
ぜ
か
買
っ
て
し
ま
い
ま
す

（
小
仲
台
・
松
島
恵
）
。
一
度

西
千
葉
の
西
友
前
で
昔
買
っ

た
ら
３
千
円
当
た
っ
て
い
ま

し
た
。
元
を
取
っ
た
だ
け
で
す

が
た
っ
た
一
度
で
元
を
取
る
だ

け
で
も
運
が
良
か
っ
た
と
思
っ

て
い
ま
す（
轟
町
・
岩
瀬
幸
子
）。

宝
く
じ
は
一
組
し
か
買
い
ま
せ

ん（
そ
れ
も
た
ま
～
に
）の
で
最

低
一
ケ
タ
の
番
号
し
か
当
た
り

ま
せ
ん
が
、
稲
毛
新
聞
さ
ん
に

出
し
た
ハ
ガ
キ
で
賞
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
だ
し

ま
す
（
幸
町
・
細
谷
敏
子
）。い

つ
も
３
百
円
ば
か
り
で
す
（
高

洲
・
橋
本
洋
二
）。何

回
も
買
っ

て
い
る
が
当
た
っ
た
こ
と
な

し
、
一
生
に
一
度
は
当
っ
て
み

た
い
（
千
城
台
東
・
関
晴
臣
）。

買
わ
な
い
と
当
た
ら
な
い
、
当

た
っ
て
も
３
百
円
。
５
億
円
そ

れ
よ
り
も
金
額
を
下
げ
て
当
た

り
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
で
す

（
宮
野
木
・
奥
山
悦
子
）
。
当

た
ら
な
い
が
買
う
（
船
橋
・
平

野
澄
子
）
。
時
々
思
い
出
し
て

年
１
回
位
買
っ
て
い
ま
す
。
全

然
当
た
っ
た
事
な
し
。
コ
ツ
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か（
高
浜
・
高

野
千
江
美
）
。
残
念
な
が
ら
当

た
り
ま
せ
ん
。
ど
う
し
て
で
し

ょ
う
か
（
千
城
台
南
・
河
野
一

郎
）。若

い
頃
か
ら
買
っ
て
い
ま

す
が
当
た
っ
た
の
は
最
高
で
３

千
円
く
ら
い
。
そ
れ
で
も
買
い

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

（
小
倉
台
・
浅
賀
愛
子
）。か

っ

て
は
い
ま
す
が
当
選
し
た
事
な

い
、
く
や
し
い
で
す
。も
う
買
わ

な
い
と
決
め
て
も
買
っ
て
し
ま

い
ま
す
（
み
つ
わ
台
・
高
野
和

昭
）
。全
然
当
た
り
ま
せ
ん
。女

性
週
刊
誌
で
３
千
円
が
当
た
っ

た
の
が
最
高
で
し
た
。残
念（
高

浜
・
高
野
江
美
）。宝

く
じ
は
３

千
円
の
み（
花
園
・
石
田
繁
代
）。

当
た
っ
た
事
な
し
で
す
。
買
わ

な
け
れ
ば
当
た
ら
な
い
で
す

ね
。
当
選
し
た
い
で
す
。商
店
街

の
ク
オ
カ
ー
ド
は
当
り
ま
し
た

（
東
京
・
最
上
多
恵
）
。
当
た

る
人
が
う
ら
や
ま
し
い（
佐
倉
・

高
野
清
志
）
。
当
選
し
て
い
ま

せ
ん
、
沢
山
買
っ
た
方
が
当
た

る
の
で
し
ょ
う
か（
千
城
台
北
・

堀
木
え
り
香
）
。負
け
惜
し
み
で

な
い
が
抽
選
日
ま
で
楽
し
い

し
、
ス
リ
ル
を
味
あ
え
る
。こ
れ

で
よ
ろ
し
い（
小
深
・
北
村
勝
）。

宝
く
じ
は
年
に
何
回
か
買
い
続

け
て
い
ま
す
が
当
た
っ
た
の
は

1万
円
ぐ
ら
い
で
す（
作
草
部
・

林
田
静
江
）。夢

を
い
だ
い
て
木

曜
日
に
発
売
さ
れ
る
ロ
ト

6

と
い
う
宝
く
じ
を
月
２
回
く
ら

い（

2千
円
）買
っ
て
い
ま
す
が

ま
未
だ
当
た
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
（
あ
や
め
台
・
早
乙
女
百

合
子
）。死

ぬ
ま
で
に
当
て
た
い

で
す

!（
天
台
・
山
本
富
子
）。

誰
に
当
た
っ
て
い
る
の
か
。
正

夢
が
見
た
い
も
の
だ
（
幸
町
・

山
崎
優
子
）
。時
々
買
い
ま
す
。

当
た
る
人
は
金
運
が
あ
る
の

で
し
ょ
う
か
？（
千
城
台
南
・
河

野
ゆ
き
）
。最
高
は

1万
。時
々

３
千
円
、
い
つ
も
は
３
百
円
で

す
（
園
生
・
関
直
康
）。何

度
買

っ
て
も
当
た
り
ま
せ
ん
（
天
台
・

山
本
信
夫
）（
船
橋
・
平
野
泉
）。

（
西
都
賀
・
小
林
正
和
）
（
今

井
・
御
園
欣
子
）
（
船
橋
・
平

野
泉
）
（
千
城
台
北
・
堀
木
浩

美
）
（
小
仲
台
・
山
田
清
子
）

（
真
砂
・
杉
田
美
津
子
）
（
小

中
台
・
安
田
美
枝
子
）
。

　
買
う
の
を
や
め
た

　
数
年
前
ま
で
は
年
に

2回

は
購
入
し
て
い
た
。
し
か
し
高

額
当
選
は
皆
無
、末
尾
の
み
。以

後
今
日
ま
で
購
入
し
ま
せ
ん

（
浜
野
・
柳
澤
範
光
）
。
長
い

間
宝
く
じ
を
買
い
ま
し
た
が
最

近
買
う
の
を
や
め
ま
し
た
（
稲

毛
・
宮
原
勝
子
）
。
若
い
時
は

夢
中
に
な
っ
て
夢
を
追
い
か
け

ま
し
た
が
、
年
と
共
に
ば
か
ば

か
し
く
思
う
様
に
な
り
ま
し

た
。
当
選
金
額
は
年
々
高
額
に

な
り
ま
す
が
今
は
買
う
気
に
も

な
り
ま
せ
ん
。
お
い
し
い
物
を

た
べ
た
方
が
い
い
で
す
ね
！

（
長
沼
・
赤
坂
喜
久
雄
）
（
黒

砂
台
・
岡
本
和
美
）
。
高
額
当

選
あ
り
ま
せ
ん
！
最
近
購
入
し

て
ま
せ
ん
（
白
旗
・
青
坂
美
代

子
）
。
組
違
い
の

10万
円
が
最

高
で
し
た
が

15万
円
購
入
の

た
め
儲
か
っ
て
い
な
い
。
当
た

ら
な
い
の
で
今
は
不
買
（
朝
日

ヶ
丘
・
横
須
賀
和
男
）
。
当
た

り
そ
う
な
場
所
で
買
う
ん
で
す

が
一
度
も
当
選
し
て
お
り
ま
せ

ん
。

20年
前
か
ら
買
っ
て
ま
せ

ん
（
花
見
川
・
木
田
カ
ズ
ミ
）。

仕
事
を
や
っ
て
い
る
間
は
グ
ル

ー
プ
、
個
人
買
い
と
色
々
や
り

ま
し
た
が
仕
事
を
や
め
て
買
う

の
も
や
め
ま
し
た
（
四
街
道
・
粟

村
道
生
）
。
当
選
な
し
。
最
近

で
は
あ
き
ら
め
て
買
っ
て
ま
せ

ん
（
幸
町
・
ば
あ
ば
）
。

　
買
わ
な
い

　
宝
く
じ
買
っ
た
こ
と
な
い
ん

で
す
よ
（
小
仲
台
・
横
田
邦
明
）

（
長
沼
・
大
曾
根
孝
子
）
（
八

千
代
・
牧
け
い
子
）。ど

う
し
て

も
当
た
る
気
が
し
な
い
の
で
買

わ
な
い
（
花
見
川
・
相
馬
英

治
）
。
ど
う
考
え
て
も
当
た
る

は
ず
が
な
い
と
思
い
、
か
っ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
た
っ

た
人
の
声
を
聴
い
て
み
た
い
と

思
い
ま
す（
松
波
・
齋
藤
淳
子
）。

ほ
と
ん
ど
買
わ
な
い
。
当
た
ら

な
い
と
思
う
の
で
（
あ
や
め
台
・

一
森
万
亀
美
）
。
買
っ
て
ま
せ

ん
、
興
味
な
い
で
す
ね
！（
小
仲

台
・
服
部
明
）
。
購
入
し
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
い
つ
か
買

っ
て
み
た
い
で
す（
稲
毛
東
・
鈴

木
志
穂
）
。
私
は
一
度

3枚
買

っ
た
だ
け
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
き

ら
い
だ
か
ら
（
小
深
・
室
賀
と

き
子
）
。
高
額
当
選
金
に
当
た

っ
た
こ
と
も
買
っ
た
こ
と
も

無
い
（
園
生
・
伊
藤
美
乃
）
。

　
そ
の
他

　
も
し
高
額
当
選
す
る
と
人
生

変
わ
る
し
き
っ
と
性
格
も
、
そ

ん
な
本
も
で
て
い
る
よ
う
だ

し
ね（
あ
や
め
台
・
藤
原
健
次
）。

高
額
当
選
金
と
は
い
く
ら
で
す

か
。
私
は

1枚
し
か
買
わ
な
い

の
で
高
額
当
選
金
は
１
万
円

以
上
で
す
（
高
洲
・
荒
川
昌

一
）
。
宝
く
じ
に
当
た
っ
た
ら

海
外
旅
行
に
行
き
た
い
。
当
た

っ
た
ら
家
を
買
い
た
い
。
当
た

っ
た
ら
当
た
っ
た
ら
と
言
っ

て
夢
を
買
っ
て
い
る
。
そ
の
た

わ
ご
と
が
楽
し
い
（
小
仲
台
・

宮
本
ひ
ろ
子
）
。
買
わ
な
け
れ

ば
当
た
ら
な
い
、
買
っ
て
も
当

た
ら
な
い
。
宝
く
じ
は
そ
の
時

の
運
（
花
見
川
・
文
生
）。今

回

宝
く
じ
が
当
た
る
パ
ワ
ー
ス
ポ

ッ
ト
の
神
社
へ
参
拝
し
て
き
ま

し
た
。は
た
し
て
？「
酒
列
磯
前

神
社
」幸
運
は
？
い
か
に
！（
幸

町
・
中
村
春
雄
）。ジ

ャ
ン
ボ
宝

く
じ
他
の
ク
ジ
に
は
当
選
金
を

支
払
っ
た
後
に
剰
余
金
が
在
り

国
民
の
た
め
に
色
々
な
と
こ
ろ

で
使
わ
れ
て
い
る
と
聞
き
及
び

ま
す
。
そ
れ
を
考
え
る
と
宝
く

じ
の
高
額
当
選
に
洩
れ
て
も
剰

余
金
の
内
少
し
で
も
我
々
国
民

の
た
め
に
役
に
立
っ
て
い
る
も

の
と
自
負
し
て
い
ま
す
。万
一
、

高
額
当
選
金
の
幸
運
に
恵
ま
れ

た
時
に
は
、世
の
人
の
た
め
、社

会
の
た
め
貢
献
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
（
長
沼
・
南
井
保
夫
）。

以
前
宝
く
じ
で
一
等
を
と
る
確

率
は
道
を
歩
い
て
い
て
車
に
ひ

か
れ
て
死
ぬ
の
と
同
じ
位
の
確

立
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。（
四
街
道
・
島
崎
冨
士
男
）。

　
以

上
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今
月
の
ア
ン

ケ
ー

ト「
宝
く
じ
に
つ

い
て
」

　
宝
く
じ
で
思
い
出
す
の
は
本
紙
第

55号
で
報
じ
た
「

5千
万
円
当
た
り
く
じ
紛
失
事
件
」で
あ
る
。

こ
れ
が
大
反
響
を
呼
び
、
全
国
の
日
刊
紙
、
週
刊
誌
、
ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
本
紙

の
大
ス
ク
ー
プ
と
な
っ
た
。
宝
く
じ
売
り
場
で
「
高
額
当
選
」
一
枚
あ
り
と
記
載
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト

を
受
け
取
っ
た

F氏
だ
が
肝
心
の
当
た
り
券
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
本
紙
が
調
査
し
た
結

果

5千
万
円
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
。
当
選
者
は
そ
の
後
、
裁
判
で
売
り
場
を
訴
え
数
百

万
円
の
弁
償
金
を
受
け
取
っ
た
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
あ
る
よ
う
に
高
額
当
選
は
滅
多
に
で
な
い
も
の

で
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
最
高
は

10万
円
～

50万
円
で
あ
っ
た
。
さ
あ
、
み
な
さ
ん
昨
年
末
の

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

読
者
の

高
額

当
選
者
は
最
高

50万
円


